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家庭教育応援企業にお勤めの皆様には、日頃より本県の家庭教育の推進 

につきまして、御協力いただき厚くお礼申し上げます。 

今回の通信では、応援企業の皆様の取組と「家庭教育手帳」について紹介いたします。 

子育ては大変なこともありますが、親はもちろんのこと、社会全体にとっても子どもた 

ちの健やかな成長は大きな喜びです。これからも地域社会や学校、行政、企業等と力を 

合わせて家庭教育を応援していきたいと思います。 

 

 

 

企業の皆様には、「職場の家庭教育推進」「生活習慣向上の取組」「学校行事への参加促進」「職場

見学・体験の実施」「地域行事への協力・支援」などの面から家庭教育を応援いただいております。

今回は、菅野建設工業株式会社様と渡辺エンジニアリング株式会社様、株式会社帝北ロジスティ

ックス様の取組事例について活動報告書をもとに紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 発行所 

 福島県教育庁県北教育事務所 

  福島市杉妻町2番1６号 

  電話024-521-2814 

菅野建設工業株式会社 様（本宮市長屋） 
県立二本松工業高校は、課題研究の一環として都市システム科3年生６人が中心となって創立６０

周年に伴う記念碑事業を進めており、10 月 14 日に記念碑設置個所の基礎工事としてコンクリート

打設を行った。同校ＯＢである当社石川清徳土木本部部長代行兼工事課長が業務の合い間を縫って協

力し、生徒に指導しながら、これまで正面玄関向かい側の記念碑設置個所の整地や型枠作成などを進

めてきた。また、コンクリート打設工事の作業手順を説明した後、コンクリート試験を行い、その後コ

ンクリートを型枠に投入し、バイブレーターを使ってコンクリートの締固めを行った。 

なお、基礎工事は今後、脱枠、埋戻しの工程を経て完了を予定している。 

家庭教育応援企業の「取組事例」を紹介します 

 

 



令和４年12月23日        県北の家庭教育応援企業通信        第35号（2） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

渡辺エンジニアリング株式会社 様（福島市野田町） 

～ 環境問題と自然エネルギーをテーマに ～ 

『家族でSDGS体験教室』を開催した。（2022/10/16） 

テキスト（手作り４７ページ）により、だいこん村（自然体験活動施設）で実施 

だいこん村では、敷地約 1 万㎡の中で、『将来を担う子どもたちが、自然の中で

ふれあいと絆、生き生きした体験をして、夢と感動を取り戻し、伸び伸びと豊かに

成長して欲しい』と考えて、様々な体験学習をしています。 

詳しくは、ホームページ「だいこん村」で検索できます。 

自然エネルギーと環境問題を通した環境学習を開催 だいこん村の施設を用いた実物に触れられる体験教室 

手作り電気自動車の試乗体験を通したCO2削減や自然エネルギーを体験 

・地球温暖化はなぜおこるのか？  

・温室効果ガス（二酸化炭素）について 

・地球温暖化がもたらす異常気象による悪影響について 

・地球温暖化を防止するための技術について 

・自然エネルギーについて 

・太陽光発電システムの説明と同発電所（自社製作）の見学 

・太陽光で充電して走るゴーカート（渡辺裕之代表取締役会長の手作り）試乗体験 

同様の体験教室を継続して開催する予定 
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家庭教育応援企業の「取組事例」を紹介します 

 

 

 

家庭教育は、すべての教育の出発点であり、子どもが基本的な生活習慣・生活能力、豊かな情操、他

人に対する思いやりや善悪の判断などの基本的倫理観、自立心や自制心、社会的なマナーなどを身に

つける上で重要な役割を果たすものです。 

しかしながら、近年の都市化や核家族化、少子化、地域における地縁的なつながりの希薄化など、

家庭や家族を取り巻く社会状況は大きく変化しています。そのため、文部科学省では、すべての親が

安心して子育てや家庭教育を行うことができるよう、様々な取組や情報提供を行っています。今回紹

介する「家庭教育手帳」には家庭での教育やしつけに関して、子育てのヒントになることが書かれて

います。文部科学省のホームページや下記二次元コードから見ることができますので、ぜひご活用く

ださい。 

乳幼児期編 

(ドキドキ子育て) 

小学生(低学年～中学年)編 

(ワクワク子育て) 

小学生(高学年)～中学生編 

(イキイキ子育て) 

文部科学省ホームページ 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shougai/katei/2006_techou/mokuji.htm#1 

株式会社帝北ロジスティックス 様（福島市栄町） 

10 月 23 日(日)「帝北ロジスティックス×福

島ユナイテッドFC 親子サッカー教室」を実施し

た。 

ボールを蹴ったことがある子もない子も、一緒

に楽しく身体を動かす時間を設けることで、福島

県の子ども達の健全育成をサポートし、東日本大

震災以降続く子ども達の運動不足を減らすこと

をねらいとして取り組んでいる。 

当日はおよそ100名の親子が参加し、プロサ

ッカー選手から指導を受けた。 
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家庭教育応援企業の「取組事例」を紹介します 

 

 

家庭教育を充実させるためには、家庭や地域だけでなく地元企業の家庭教育への理

解や積極的な参加がますます求められています。 

 そこで各社の素晴らしい活動の様子をHP や企業通信等で広く紹介し、効果的な取

組等を共有することで家庭教育の充実を目指していきたいと考えています。ぜひ、活

動報告書にてお知らせください。日程を教えていただければ取材にも伺います！ 

【県北の家庭教育応援企業／１９２社（R4.１２現在）】 
※ 企業名については県北教育事務所HPをご覧ください。 

（二次元コードからも見ることができます） 

県北教育事務所ホームページ 

→ 社会教育の部屋「家庭教育の充実に向けて」 

→ 家庭教育「家庭教育応援企業一覧」 

☆ 企業名をクリックすると企業のホームページを見ることができます。ぜひご覧ください。 

 実社会での経験や専門知識を活かして、将来の社会を支える子どもたち

の未来を一緒に応援しませんか？ 

    文部科学省では、地域全体で子ども

たちの学びや成長を支えるとともに、地域と

学校を核とした地域の創生を目指して地域学

校協働活動を推進しています。 

 この地域学校協働活動の一つとして、子ど

もたちが社会で活躍する多様な大人に出会

い、将来の夢や希望をもって学ぶ機会が充実

するよう、昨年度は多様な経験や技能を有す

る企業の皆様に学校への企業情報の提供にご

賛同いただきました。 

今年度も新たにご賛同いただける企業様を

募集しておりますので、ご検討よろしくお願

いいたします。 

【地域学校協働活動とは？】 

「地域学校協働活動」とは、地域の高齢者、成人、

学生、保護者、PTA、NPO、民間企業、団体・機

関等の幅広い地域住民等の参画を得て、地域全体

で子どもたちの学びや成長を支えるとともに、「学

校を核とした地域づくり」を目指して、地域と学

校が相互にパートナーとして連携・協働して行う

様々な活動です。 
＜昨年度のサンプルです＞ 

待ってます！ 


